
会長・足立税務署長  新年のご挨拶
税を考える週間の行事
　中学生の ｢ 税についての作文 ｣、｢ 納税表彰 ｣、「一日税務署長」
国税・都税・区税のお知らせ

令和２年 12 月 21 日、中学生の「税についての作文」事業の一環で、中学生による「一日税務署長」体験を足立税務署主催で

開催し、足立納連会長も参加致しました。

感染対策をしながらの開催でしたが、参加された生徒さんには良い思い出になったことと思います。足立納連からも記念品

を贈呈いたしました。詳しくは、７ページをご覧ください。

足立納税貯蓄組合連合会ホームページ http://www.adachinoren.org/
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明けましておめでとうござい
ます。

令和３年の年頭に当たり、足
立納税貯蓄組合連合会の皆様方
に謹んで新年のお祝いを申し上
げます。

昨年は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大という非常事
態により、感染拡大防止の観点
から、確定申告に係る申告・納
付期限の延長という想定外の事
態がございました。そのような

中で、八木澤会長様をはじめ役員並びに組合員の皆様方に
は税務行政に対しまして、深いご理解と格別なるご協力を
賜り、心から御礼申し上げます。

足立納税貯蓄組合連合会の皆様には、税務行政の根幹の
一つであります、期限内納付の推進や次代を担う中学生の
納税道義の高揚を目的とした中学生の ｢ 税についての作文
｣ 募集事業につきまして積極的に取り組んでいただき、心
から感謝申し上げます。

中学校では、新学期から夏休み近くまで休校となるなど、
新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、授業時間
の確保が困難を強いられる中、足立税務署管内 18 の中学
校から例年と同様、多数の優秀な作品の応募がありました。

残念ながら税についての作文表彰式は開催できませんで
したが、各中学校を訪問し、東京国税局長賞及び足立税務
署長賞を受賞された生徒さんに対し賞状を贈呈させていた
だきました。

また、東京国税局長賞等を受賞された４名の生徒さん

には当該事業のＰＲとして、「一日税務署長」を体験してい
ただきました。新型コロナウイルス感染症の影響でたくさ
んのイベントが中止となる中で、このようなイベントが開
催できたことは貴会のご協力あってのことだと思っており、
重ねて御礼申し上げます。

さて、まもなく令和２年分の確定申告を迎えます。本年
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止が最重要課
題であることから、納税者の皆様には、税務署へのご来署
をお控えいただき、ご自宅からの e-Tax や郵送による申告
書の提出並びにダイレクト納付等キャッシュレス納付のご
利用を積極的に呼び掛けているところです。

また、確定申告会場の混雑緩和のため、本年から全国の
税務署において、会場への入場には「入場整理券」が必要
となります。入場整理券は、当日、会場で配付するほか、
LINE アプリで事前に入手することが可能です。LINE アプリ
での事前発行では、国税庁 LINE 公式アカウントを「友だち
追加」していただくことで、日時指定の入場整理券を入手
する手続きが行えます。

なお、入場整理券の配付状況に応じて受付を早めに締め
切る場合がありますのでご留意ください。

新型コロナウイルス感染症の影響により、確定申告事務
の運営体制に変更が生じますが、ご理解・ご協力の程よろ
しくお願い申し上げます。

貴会におかれましては、確定申告事務の円滑な運営に向
けて、引き続き、ご支援・ご協力を賜りますよう重ねてお
願い申し上げます。

結びに当たりまして、本年が足立納税貯蓄組合連合会に
とってより良い年でありますこと、また、組合員の皆様方
のご多幸並びにご事業のご繁栄を心より祈念いたしまして、
新年の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶 足立税務署長　野 口   末 孝

新年明けましておめでとう
ございます。

令和３年の年頭にあたり、
会員の皆様に謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。　

昨年の活動を振り返ります
と、まず中学生の「税につい
ての作文」については、足立
区内１８校の中学校に参加い
ただき、応募総数 1,967 編の
応募となりました。

昨年と比べて応募数は 370 編の減少となりましたが、
昨年２月下旬よりコロナウィルスの感染が国内を巡り、

小中学校では例年通りの卒業式や入学式が挙行出来ない環
境下になり、授業についても、夏休み近くまで生徒の登校
が出来ず授業も行われない中、当初はどれだけの応募があ
るか心配しておりましたが、それでもこれだけ多数の応募
があったことを、大変嬉しく思いました。募集作業にご協
力賜りました各税務機関並びに中学校の先生方に深く感謝
申し上げます。

今年度は多数の優秀な作品応募があり、その中でも東京
局連納税貯蓄組合連合会会長賞に３編も選出されるなど、
足立納連にとりましても大変光栄なことでした。

また、本年は毎年開催していた「税についての作文」表
彰式も開催することができませんでしたが、11 月 24 日に

４地区に分けて役員と税務署の方で各中学校に賞状の贈呈
に行きました。本来なら入賞された生徒さん全員に賞状の
贈呈をしたかったのですが、校長先生に後ほど贈呈をして
くださるようお願いしました。

また、作文事業の一環として、中学生の「１日税務署長」
を足立税務署主催で 12 月 21 日に開催し、私も参加をさせ
ていただきました。感染対策をしながらの開催でしたが、
参加された生徒さんには良い思い出になったことと思いま
す。足立納連からも記念品を贈呈いたしました。

昨年はコロナウィスルの影響により、毎年行われている
「税を考える週間」の行事も中止となってしましました。今
年になってもなお国内が大変な状況でもあり、納連の事業
も思うように実施することが困難でありますが、その中で
も私たちに何ができるかを考える時期なのかもしれません。

現在の状況下では、例年と同様の活動は非常に難しい状
況でございます。一日でも早い終息を願うばかりです。

今年の干支は「辛丑」（かのとうし）です。丑年には、「我慢」
とか「耐える年」という意味があるようです。昨年の２月
から続くコロナウイルス感染症の感染拡大を防止する目的
で、今年の確定申告は、税務署での申告相談は整理券方式
を導入するように聞いております。税務署の工夫もですが
足立納連でも少しでも手助けができればと思っております。

本年もこのような状況の中でも、できる会務に取り組ん
で参りますので、組合員の皆様の更なるご理解とご支援を心
よりお願い申し上げ、私の新年のご挨拶とさせて頂きます。
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中学生の ｢ 税についての作文」
東京国税局長・東京納税貯蓄組合総連合会長賞等受賞
全国では応募作文数は 313,725 編、応募校数は 4,877 校で、昨年度に比べ作文数で 264,479 編の減、応募校数で 2,587 校の減と

なりました。足立納連では 18 校、1,967 編の優秀な応募がありました。今年度も最優秀賞を計 12 名が受賞。優秀賞を 22 名，優良
賞を 25 名が受賞されました。最優秀賞の中には、東京国税局長賞が１名，東京国税局管内納税貯蓄組合連合会会長賞が 3 名と、そ
れぞれ受賞されました。

尚、今年度はコロナウイルス感染の影響により、全国では相当数の応募作文が減少となり、又表彰式も中止となりました。
（敬称略）

【東京国税局長賞】
松下　瑠海	 	 第一中学校
【東京国税局管内納税貯蓄組合連合会会長賞】
荒木　結菜	 	 第一中学校
細谷　美音	 	 東島根中学校
住永　萌	 	 渕江中学校
【足立納税貯蓄組合連合会会長賞】
森田　真	 	 蒲原中学校
【足立納税貯蓄組合連合会優秀賞】
福田　遥香	 	 第一中学校
川上　涼心	 	 第十二中学校
堀内　杏咲	 	 第十三中学校
渡貫　はな	 	 第十三中学校
大胡　佑奈	 	 蒲原中学校
石和　由希乃	 	 蒲原中学校
太田　侑奈	 	 栗島中学校
北村　公	 	 千寿青葉中学校
四方　亜美	 	 千寿桜堤中学校
津川　栞音	 	 竹の塚中学校
佐藤　彰冶ロビン	 竹の塚中学校
及川　秀人	 	 花畑中学校
草栁　綺乃	 	 花畑中学校
大上　孝成	 	 花畑中学校
椎名　友唯	 	 花畑北中学校
菊池　美沙	 	 花保中学校
井野元　美奈	 	 花保中学校
藤巻　凜子	 	 東綾瀬中学校
丹波　大吉	 	 東綾瀬中学校
木村　海斗	 	 東綾瀬中学校
雨谷　快空	 	 東島根中学校
佐藤　愛梨	 	 渕江中学校
【足立納税貯蓄組合連合会優良賞】
渡辺　志歩	 	 第一中学校
飯塚　初菜	 	 第一中学校
菊池　晴	 	 第十一中学校
佐藤　麗奈	 	 第十一中学校
二神　優夕	 	 第十一中学校

花井　琴美	 	 第十一中学校
橋本　ひなき	 	 第十二中学校
市川　倫子	 	 第十二中学校
生田　温人	 	 第十三中学校
岸本　竜也	 	 第十三中学校
佐久間　未緒	 	 青井中学校
普久原　陽平	 	 蒲原中学校
内田　百香	 	 栗島中学校
山口　結香	 	 栗島中学校
松浦　美柚	 	 千寿青葉中学校
本間　愛花	 	 千寿桜堤中学校
鈴木　陽菜	 	 千寿桜堤中学校
塩田　真央	 	 花保中学校
奥澤　栞利	 	 東島根中学校
中井　亜依	 	 渕江中学校
後藤　優果	 	 谷中中学校
𠮷田　藍	 	 谷中中学校
宮﨑　風花	 	 谷中中学校
平岩　万穂	 	 谷中中学校
時岡　美菜子	 	 六月中学校
【足立税務署長賞】
木島　理実	 	 千寿桜堤中学校
庄司　真子	 	 東綾瀬中学校
【東京都足立都税事務所長賞】
杉木　豊実	 	 千寿青葉中学校
【足立区長賞】
嶋田　桜子	 	 渕江中学校
【東京納税貯蓄組合総連合会 会長賞】
【足立租税教育推進協議会 会長賞】	 	 	
菅野　桃子	 	 第十一中学校
【公益社団法人足立法人会会長賞】
内田　悠把	 	 花畑北中学校
【東京税理士会足立支部支部長賞】
秋成　しなの	 	 青井中学校
【全国納税貯蓄組合連合会会長感謝状】
足立区立 東綾瀬中学校	
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毎
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で
、
税
金
の
使
わ
れ
方
が
よ
く
わ
か
る
。

電
柱
、
マ
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、
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、
ゴ
ミ
収
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等
々
。
そ
も
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も
、
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道
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、
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す
学
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、
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で
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。
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、
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あ
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、
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齢
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に
歯
止
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か
け
る
、
環
境
問
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極
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、
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誰
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の
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今
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。
逆
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。
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ど
ん
な
絵
を
書
け
ば
よ
い
の
か
全
然
思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
母
が
、「
あ

な
た
は
、お
母
さ
ん
の
お
腹
に
い
た
時
か
ら
税
金
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
よ
。」
と
言
っ

て
、
引
き
出
し
か
ら
一
冊
の
手
帳
を
出
し
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
の
母
子
手
帳
で

し
た
。
そ
こ
に
は
、
母
の
妊
娠
検
診
の
受
診
票
や
母
親
学
級
を
受
講
し
た
記
録
、
私
が
生
ま
れ

て
か
ら
受
け
た
健
康
診
断
や
予
防
接
種
な
ど
の
記
録
が
細
か
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
時
初
め
て
、
自
分
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
妊
婦
検
診
な
ど
の
助
成
を
受
け
て
、
税
金

の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
も
私
た
ち
の
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
「
税
金
は
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
」
も
の
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
、
課
題
の
絵
葉
書
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
学
三
年
生
の
夏
、
今
度
は
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
書
く
課
題
が
出
ま
し
た
。
私
は
、

六
年
生
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、今
回
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、足
立
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
税
に
関
す
る
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
、教
育
や
健
康
、災
害
な
ど
を「
ひ

と
・
く
ら
し
・
ま
ち
・
行
財
政
」
の
視
点
で
分
け
、
区
民
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
を
ど
の
よ
う

な
目
的
で
支
出
す
る
の
か
具
体
的
に
予
算
を
編
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
み
ん
な
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
が
有

効
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
安
心
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
豊
か
で
、
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
の
は
、
税
金
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
お
か
げ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
、
そ
れ
は
と
に
か
く
「
今
を

頑
張
る
こ
と
」
で
す
。
中
学
校
生
活
の
中
で
私
は
、
何
事
も
前
向
き
に
取
り
組
む
努
力
を
し
て

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
目
標
や
将
来
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
、
目
の
前
の
課
題
に
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

私
は
今
、
日
々
の
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で
税
金
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
い

将
来
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
恩
返

し
の
つ
も
り
で
し
っ
か
り
納
税
が
で
き
る
社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
。
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足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

会
長
賞

『
安
全
を
支
え
る
税
』

　

	
	

	

足
立
区
立
蒲
原
中
学
校　

三
年
一
組　

森
田　

真　

僕
の
祖
母
が
住
ん
で
い
る
富
山
県
は
雄
大
な
山
々
と
、
広
が
る
田
園
地
帯
、
大
き
な
川
、
そ

し
て
海
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
何
度
も
家
族
で
帰
省

を
し
て
、
立
山
連
峰
や
黒
部
渓
谷
へ
遊
び
に
行
っ
た
。
木
と
い
え
ば
街
路
樹
ば
か
り
の
東
京
で

育
っ
た
僕
に
は
、
そ
の
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
今
回
、
税
金
は
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
時
、
そ
れ
ら
の
自
然
環
境
を
安
全
に
、
美
し
く
保
つ
た
め
に

多
く
の
税
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

自
然
に
よ
る
災
害
は
毎
年
の
よ
う
に
何
度
も
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
く
。　

今
年
の
夏
も
、
七
月
に
は
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
熊
本
県
で
は
球
磨
川
が
氾
濫

し
て
八
代
市
や
人
吉
市
な
ど
の
地
域
で
大
き
な
洪
水
被
害
が
お
き
た
。
こ
の
よ
う
な
自
然
に
よ

る
被
害
を
減
ら
そ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
東
京
都
の
年
間
予
算
は
七・五
兆

円
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
富
山
県
の
年
間
予
算
は
五
千
七
百
億
円
し
か
な
い
。
確
か
に
、

人
口
も
公
共
施
設
も
東
京
都
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
必
然
と
社
会
保
障
の
た
め
の
お
金

も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
然
の
危
険
と
近
い
富
山
県
で
は
、
安
全
を
守
る
た
め
に
ダ
ム
を

作
る
、
河
川
の
氾
濫
が
起
き
な
い
よ
う
に
川
や
山
岳
地
域
の
整
備
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
た
く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
る
。
ま
た
、
美
し
い
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
も
お
金
が
か
か
る
。

し
か
し
少
な
い
予
算
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

い
う
制
度
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
自
治
体
に
納
め
る
税
金
の
一
部
を
自
分
が
応
援

し
た
い
自
治
体
に
納
税
す
る
と
い
う
制
度
だ
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
地
方
の
都
道
府
県
や
市

町
村
は
多
く
の
税
収
入
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い

る
人
の
中
に
は
、
故
郷
や
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
た
と
心
の
底
か
ら
喜
ん
で

い
る
人
が
い
る
。し
か
し
一
方
で
、単
純
に
返
礼
品
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。

僕
は
、
返
礼
品
目
当
て
の
人
を
何
人
と
れ
る
か
と
い
う
こ
と
の
競
い
合
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
、

一
部
の
自
治
体
は
良
く
な
か
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
僕
は
こ
の
制
度
に
賛
成
だ
。
理
由
は
、
地

方
か
ら
上
京
し
て
き
た
人
が
「
地
元
に
貢
献
し
た
い
」
と
思
う
気
持
ち
を
、
税
収
入
を
増
や
す

事
に
貢
献
す
る
と
い
う
形
で
実
現
で
き
る
か
ら
だ
。
僕
の
家
で
も
「
こ
れ
な
ら
出
来
る
ね
」
と

い
う
結
論
に
な
り
、
来
年
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

た
だ
一
方
で
、
僕
は
、
東
京
都
に
納
め
ら
れ
て
い
る
税
金
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、

年
に
よ
っ
て
は
、
六
百
四
十
五
億
円
も
減
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
も
知
っ
た
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
感
染
防
止
協
力
金
に
お
金
を
使
い
、
東
京
都
の
財
政
は
貯
蓄
を
大
き
く

減
ら
し
て
い
る
。
今
回
、ふ
る
さ
と
納
税
の
魅
力
を
知
っ
た
一
方
で
、東
京
都
の
税
収
入
が
減
っ

て
い
る
現
状
も
知
り
、
僕
は
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
今
回
初
め
て
税
金
の
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
、
税
金
の
意
義
を
理
解
し
た
。

将
来
、
僕
は
し
っ
か
り
と
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

足
立
区
長
賞　

『
未
来
の
た
め
の
税
金
』

　
	

	
	

足
立
区
立
渕
江
中
学
校　

三
年
三
組　

嶋
田　

桜
子　

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
日
本
の
税
金
は
飛
鳥
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

大
宝
律
令
で
定
め
ら
れ
た
租
庸
調
に
始
ま
り
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
世
の
中
が
変
わ
る
ま
で
、

税
金
の
仕
組
み
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
だ
っ
た
。
国
を
守
り
営
む
た
め
と
は
い
え
、
労
働
階
級
の
人
々

は
高
い
身
分
の
人
々
か
ら
、
ほ
ぼ
一
方
的
に
搾
取
さ
れ
、
そ
こ
に
は
逆
ら
え
な
い
「
上
下
関
係
」

が
あ
っ
た
。
大
正
時
代
か
ら
は
累
進
課
税
制
度
や
様
々
な
控
除
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
国
民
全
て

が
一
定
の
水
準
を
満
た
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
お
互
い
協
力
し
合
う
世
の
中
に
な
っ
た
。

実
際
、
私
の
身
の
周
り
で
も
税
金
が
生
活
を
助
け
豊
か
に
す
る
例
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
三

年
前
に
亡
く
な
っ
た
父
方
の
祖
母
は
、
社
会
保
険
制
度
の
お
か
げ
で
負
担
を
少
な
く
治
療
を
受
け

る
事
が
で
き
た
。
母
方
の
祖
母
は
介
護
保
険
制
度
の
お
か
げ
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
安
心
し

て
過
ご
す
事
が
出
来
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
聞
く
よ
う
に
介
護
は
本
人
に
も
家
族
に
も
大
き

な
負
担
が
あ
り
、
助
け
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
も
国
民
の
負
担
は
あ
る
が
税
金
が

大
き
く
支
え
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

ま
た
、
歩
道
に
あ
る
視
覚
障
害
者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
、
交
差
点
に
あ
る
視
覚
障
害
者
音
声
誘
導
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
生
活
し
や
す
い
道
路
の
整
備
な
ど
に
も
税
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。　

他
に

も
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
税
金
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
沢
山
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の

を
何
気
な
く
使
っ
て
私
た
ち
は
不
自
由
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
税
負
担
は
若
い
世
代
に
大
き
く
の
し
か
か
っ

て
き
て
い
る
。
今
は
他
国
と
比
べ
て
み
て
も
社
会
保
険
等
の
「
国
民
負
担
率
」
は
低
い
け
れ
ど
も
、

こ
の
ま
ま
で
は
今
後
急
激
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
今
の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
の
か
と
て

も
不
安
だ
。

で
は
、
そ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
限
ら
れ
た
人
数
で
も

国
の
経
済
の
基
盤
で
あ
る
「
国
内
総
生
産
」
を
拡
大
す
る
方
法
を
追
求
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

世
の
中
が
危
機
的
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て

国
全
体
が
向
上
す
る
べ
き
だ
。
そ
れ
に
は
、
次
の
社
会
を
担
う
私
た
ち
が
も
っ
と
創
造
的
な
能
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
ぜ
ひ
、
私
た
ち
子
ど
も
に
税
金
に
よ
る
「
未
来
へ
の
投
資
」
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
だ

ろ
う
か
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
災
害
に
よ
っ
て
、
授
業
を
中
断
さ
れ
る
こ
と
が
沢
山
お
き

て
い
る
。
そ
の
状
況
で
も
安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
や
仕
組
が
あ
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
近
年

問
題
視
さ
れ
て
い
る
保
育
所
問
題
や
学
校
の
先
生
方
の
大
き
な
負
担
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
、
保

育
や
教
育
に
関
わ
る
人
材
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
信
じ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
今
の

日
本
で
、貧
困
で
生
き
る
こ
と
が
ギ
リ
ギ
リ
な
子
ど
も
が
少
な
く
な
い
と
い
う
報
道
も
目
に
し
た
。

ど
の
子
も
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
た
ら
、
将
来
健
全
で
有
望
な
人
材
に
な
る
は
ず
だ
。

人
間
は
一
人
だ
け
で
幸
福
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
だ
か
ら
税
金
は
誰
か
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
今
自
分
が
い
る
社
会
の
幸
福
を
作
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
も
の
な

の
だ
。

令和 2 年 11 月 24 日、今年度は新型コロナウィルスの影響により作文表彰式は取りやめ、４地区に分けて役員と税務署の方
で各中学校に賞状の贈呈に行きました。

また、７頁に掲載させて頂いた生徒さん４名の作品は、令和２年 12 月 21 日の足立税務署一日税務署長イベントで朗読
による披露を頂いておりますので、今回は、足立都税事務所長賞、足立区長賞、東京納税貯蓄組合総連合会長賞、足立納税
貯蓄組合連合会長賞の４篇の掲載とさせていただきます。
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令和２年度令和２年度　　納税表彰納税表彰
足 立 税 務 署
□税務署長表彰を常任理事・小早川徹也氏が受彰
　署長感謝状を常任理事・坂本恭正氏が受彰
　署長感謝状を常任理事・櫻  富夫氏が受彰

令和２年 11 月に、今年度は、コロナ渦の影響により、表彰式はとり行わず、各個人に伝達した。足立
納連からは署長表彰を常任理事小早川徹也氏、署長感謝状を常任理事坂本恭正氏並びに常任理事櫻富夫氏

が受彰されました。

東京都足立都税事務所
□税務功労者都税事務所長感
謝状を木島昭子氏が受彰

令和２年 11 月に、今年度は、コロナ渦

の影響により、表彰式はとり行わず、個人

に伝達した。

足立納連からは税務功労者都税事務所

長感謝状を常任理事の木島昭子氏が受賞

されました。

足 立 区 　
□税務功労を坂本恭正氏が受彰

10 月 1 日に令和 2 年度足立区功労者表

彰式を区役所庁舎ホールで開催しました。

足立納税貯蓄組合連合会では、常任理

事の坂本恭正氏が受賞されました。

和食館
ぐ　れ ー   ぷ

大小宴会承ります（年中無休）
葡萄
東京都足立区谷中２－７－１富澤ビル２F
TEL.０３（３６２０）１２７２

坂
本
恭
正
氏

櫻　

富
夫
氏

小
早
川
徹
也
氏
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足立税務署主催『『一日税務署長』一日税務署長』開催
第一中学校の松下瑠海さん並びに荒木結菜さん
千寿桜堤中学校の木島理実さん・東綾瀬中学校の庄司真子さん

令和２年 12 月 21 日、中学生の「税についての作文」事業の一環で、中学生による「一日税務署長」体験を
足立税務署主催で開催し、足立納連会長も参加致しました。税の作文で優秀な賞を収めた生徒を税務署に招き、
一日税務署長を務めていただくものです。

一日税務署長イベントでは、国税局長賞・税務署長賞・局連会長賞を受賞された４名の中学生は野口署長よ
り委嘱状の交付を受け、一日税務署長の襷をかけ、歴代署長の名額に名前を入れて記念撮影等を行った後、一
日税務署長として、足立納連会長と名刺交換し、模擬決済・署内視察の後、集まった署職員 20 人の前で受賞作
文の朗読を行いました。当日は、J：COM による取材もあり、一日署長のイベントの様子は、12 月 23 日（水）
18 時からの J：COM「つながる News」で放映されました。

松
下
瑠
海
さ
ん
・
署
長
室
に
で

荒
木
結
衣
莫
さ
ん
・
署
員
の
前
で
朗
読

木
島
理
美
さ
ん
・
署
長
室
に
で

庄
司
真
子
さ
ん
・
署
長
室
に
で

株式会社 荒井商店
代表取締役 荒井正行
〒121-0061
足立区花畑２－１３－３４
TEL.03-3883-4503
FAX.03-3850-0660

緩衝材の加工・販売
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watanabeyoshiyuki
線

watanabeyoshiyuki
線
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東京都主税局ホームページ　
	 https://www.tax.metro.tokyo.lg.jp/

利用できるアプリ：

※納付書 枚あたりの合計金額が 万円までの納付書（バーコードがあるもの）に限ります。

※領収証書は発行されません

（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納付ください。）。

 

 

６月にお送りした納付書により、３月１日（月）までにお納めください。

＜＜ごご利利用用ににななれれるる納納付付方方法法＞＞

 
なな 口口座座振振替替 のの申申込込ははＷＷｅｅｂｂでで！！！！

●パソコンやスマートフォンから東京都主税局の専用 サイトにアクセスし、画面に従って必要事項を入力

するだけです。

●依頼書への記入や銀行印の捺印は不要です。

●２月１０日までに申込みいただくと、固定資産税・都市計画税第４期からの口座振替が可能です。

※１１日以降に申込みいただいた場合、令和 年度第１期からの振替となります。

●振替日に口座振替され、納め忘れ防止につながります。

＜口座振替のお問合せ先＞

主税局徴収部納税推進課（０３－３２５２－０９５５）

※受付時間は平日９時～１７時です。電話番号のおかけ間違いにご注意ください。

 
 
 

 スマホ

アプリ

コン

ビニ

※納付書 枚あたりの合計金額が 万円までの納付書（バーコードがあるもの）に限ります。

※一部、都税の取扱いをしていないコンビニエンスストアがあります。ご利用になれるコンビニエンススト

アについては、納付書の裏面をご確認ください。

 窓口
金融機関・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁の窓口

※一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。

新型コロナウイルス感染症の影響により納税が困難な場合には、申請により納税を猶予する制度があります。

詳しくは主税局ホームページをご覧ください。

口座

振替

※ 年 月から、

でも申込みを

受け付けています。
 クレジット

カード

※インターネットの専用サイト（都税クレジットカードお支払サイト）

にアクセスし、クレジットカードにより納付することができます

（税額に応じた決済手数料がかかります。）。

※納付書 枚あたりの合計金額が 万円未満の納税通知書・納付

書に限ります。

※詳しくは、都税クレジットカードお支払サイトをご覧ください。

－－都都税税ににつついいててののおお知知ららせせ－－

 

簡簡単単

安安心心

【お問合せ先】＜課税について＞ 所管都税事務所の固定資産税班又は支庁

＜納税について＞ 所管都税事務所の徴収管理班又は都税支所・支庁

 

便便利利

簡簡単単 便便利利 安安心心

イ ン タ ー ネ ッ ト
モ バ イ ル

バ ン キ ン グ

※※一一部部、、都都税税のの取取扱扱いいををししてていいなないい金金融融機機関関ががあありりまますす。。

※ （ペイジーマーク）の入っている都税の納付書をお持ちの場合に限ってご利用できます。

※領収証書は発行されません（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納

付ください。）。

※新規にインターネットバンキングやモバイルバンキングで納付する方は、事前に金融機関への利用申込みが必要です。

※システムの保守点検作業時には、一時的にご利用できない場合があります。詳しくは主税局ホームページ

（ ）「税金の支払い」をご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の影響により納税が困難な場合には、申請により納税を猶予する徴収猶予の制度があります。

詳しくは主税局ホームページをご覧ください 。
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主税局 HP の「AI チャットボットサービス」でも疑問にお答えします。

詳細は 主税局 スマホ 検索

💡💡💡💡 いつでもどこでもスマホで簡単に納付ができます。
💡💡💡💡 納付書のバーコードを読み取るだけで納付ができます。
💡💡💡💡 手数料はかかりません。

※車検を受ける運輸支局等の窓口で自動車税種別割の納税確認を電子的に行うことが可能となったため、車検時に納税証明書の
提示が省略できます。車検用の納税証明書が必要の方は、納付の約１週間後に都税事務所等に申請してください。

都税がスマホ決済アプリで納付できます
都税がスマートフォン決済アプリで納付できるようになり、

都税の納付がさらに便利になりました。

東京都主税局
ホームページ

納付方法
スマートフォン決済アプリの「請求書の支払いサービス」を使用して、
納付書のバーコードを読み取ることにより納付することができます。

納付できる主な税目
個人事業税、不動産取得税、自動車税種別割、
固定資産税（土地･家屋）・都市計画税、
固定資産税（償却資産）
の定期課税分及び随時課税分

１枚あたりの合計金額が 30 万円までの
納付書（バーコードがあるもの）に限ります。

注意事項
■領収証書は発行されません。※

領収証書が必要な方は、都税事務所・
金融機関等の窓口またはコンビニエンス
ストアで納付してください。

■納付手続完了後に、納付を取り消すことは
できません。

■事前にアプリ内でお支払いに必要な金額
をチャージする必要があります。

■バーコードのない納付書や汚損により
バーコードが読み取れない納付書は
お使いいただけません。
主税局 HP で詳細をご確認の上、
ご利用ください。

利用できるアプリ（令和３年２月１日時点）

ASAIASAI

損保ジャパン日本興亜（株）代理店



令和３年 1月２０日第 151 号（　　） 足 立 納 貯 連 だ よ り　14

区税コーナー 足立区ホームページ　
	 https://www.city.adachi.tokyo.jp/

    ◆◆住住民民税税((特特別別区区民民税税・・都都民民税税))のの申申告告ににつついいてて  
～～令令和和３３年年度度住住民民税税のの申申告告～～  

申告先 足立区役所    申告期間 ２月８日（月）～３月１５日（月） 

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策ののたためめ、、申申告告会会場場ににおお越越ししいいたただだくくののはは極極力力おお控控ええくくだだささいい。。  

ででききるる限限りり郵郵送送ででのの申申告告ににごご協協力力ををおお願願いいいいたたししまますす。。  

◆◆住住民民税税のの申申告告がが必必要要なな方方  

▽令和 3年 1月 1日現在区内在住で、令和 2年 1 月 1日～令和 2年 12 月 31 日までに給与や年金等の所得があった方 

▽区外在住で、区内に事務所や事業所、家屋敷がある方 

▽所得は無かったが、住民税の決定が必要な公的サービス（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険、就学援 

助など）を受ける方や都営住宅入居者など課税（非課税）証明書が必要な方 

▽給与所得や公的年金所得の源泉徴収票に含まれない控除を追加する方 

◆◆住住民民税税のの申申告告がが必必要要なないい方方  

▽税務署に確定申告書を提出する方 

▽給与収入のみで、勤務先が足立区に給与支払報告書を提出している方 

▽区から「申告書の提出不要のお知らせ」が届いた方 

◆◆申申告告ににつついいててのの注注意意事事項項  

▽申告の際には、マイナンバーの記載と番号確認書類および身元確認書類の提示又は写しの添付が必要です。 

▽16 歳未満の扶養親族に控除額はありませんが、障害者控除の適用やひとり親・寡婦・非課税などの判定に必要なた

め、16 歳未満の扶養親族も扶養親族欄に必ず記入してください。 

▽医療費控除を申告する場合、領収書では控除を受けられませんので、必ず医療費明細書を作成し申告書に添付して

ください。 

▽以下の事項については、住民税の納税通知書が送達されるまでに確定申告書を提出しなければ住民税の計算に算入

できなくなりますのでご注意ください。 

 上場株式等に係る配当所得等及び譲渡所得（特定口座・源泉徴収選択口座）、上場株式等に係る譲渡損失の損益通算

及び繰越控除、先物取引の差金等決済に係る損失の繰越控除、居住用財産の買換え等の場合の譲渡損失や特定居住

用財産の譲渡損失の損益通算及び繰越控除、居住用財産を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課税の特例、事業専

従者控除 

◆◆令令和和３３年年度度かかららのの主主なな変変更更点点  

▽全てのひとり親家庭に対して公平な税制を実現する観点から、「婚姻歴の有無による不公平」と「男性のひとり親と 

女性のひとり親の間の不公平」を解消するため、「寡婦(夫)控除」が一部改正され「ひとり親控除」が新設されました。 

▽働き方の多様化を踏まえ、給与所得控除額及び公的年金等控除額が一律 10 万円引き下げられ、基礎控除額が 10 万

円引き上げられました。 

▽各種所得控除等を受けるための扶養親族等の合計所得金額要件が 10 万円引き上げられました。 

◆◆次次のの方方へへ２２月月上上旬旬にに申申告告書書をを送送りりまますす  

▽令和 3年 1月 1日現在、20 歳以上の方で申告が必要と思われる方 

※申告書が送付されず、申告書が必要な方は、課税課・区民事務所窓口で配布します。郵送で申告書を希望される方

は、課税課までご請求ください。 

◆◆提提出出はは区区役役所所へへ  

▽申告は課税課、区民事務所のほか、郵送(課税課宛)でも受け付けます。 

また、出張受付では、区の課税課職員が相談を受けながら、申告を受け付けます。 

▽住住民民税税申申告告出出張張受受付付日日程程（受付時間：午前 9時から午後 4時 30 分まで） 

日程 場所 日程 場所 日程 場所 

2/16 

(火) 

シアター1010 

江北区民事務所 

2/19 

(金) 

興本住区センター 

梅田区民事務所 

3/2 

(火) 

西新井栄町住区センター 

舎人区民事務所 

2/17 

(水) 

新田住区センター 

佐野地域学習センター 
2/25 

(木) 

花畑区民事務所 

江南住区センター 

3/3 

(水) 

押皿谷住区センター 
保塚地域学習センター 

2/18 

(木) 

伊興区民事務所 

中川区民事務所 

2/26 

(金) 

竹の塚障がい福祉館 

(竹の塚センター内１階会議室) 

3/4 

(木) 

勤労福祉会館 

（プルミエ内） 
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足立納税貯蓄組合連合会は、
　   皆様の入会をお待ちしております。
特色は、

（１）地域に密着し、個人・法人を問わず幅広く納税者を
　　 包括している団体。

（２）特別に制定された法律（納貯法）に根拠を置く団体。
（３）納税者の自由意志により設立できる団体。
（４）団体への加入者に特別な「資格」等が必要とされて

　　いない団体。
（５）税務行政の内、特に「納税」という側面に活動の重

　　点を置いた他の類似団体に見られない国及び地方公共
　　団体の税務協力団体。
　　足立納税貯蓄組合連合会事務局　03-3849-7141

▽区役所の休日開庁日に住民税の申告を受け付けます。※国税の申告はできません。 

2 月 28 日(日)  午前 9時から午後 4時まで  場所＝１階区民ロビー 

◆◆住住民民税税のの申申告告ににつついいててののおお問問いい合合わわせせはは  

〒120－8510 足立区中央本町 1－17－1 

足立区役所課税課 課税第一係～第四係 

TEL  ３８８０－５２３０  ３８８０－５２３１ 

３８８０－５２３２  ３８８０－５４１８  ※電話のおかけ間違いにご注意ください。 
※国税（所得税・消費税・譲与税）についてのお問い合わせは管轄の税務署へ 

◆◆休休日日納納税税相相談談のの実実施施ににつついいてて  

区の納税課では、住民税(特別区民税・都民税)・軽自動車税の納税に関する様々な相談をお受けしています。 

平日の納税相談が困難な方は、休日納税相談をご利用ください。 

なお、この日には戸籍住民課、課税課、国民健康保険課、高齢医療・年金課、介護保険課、親子支援課、子ども施

設入園課も休日開庁に伴う業務を行っていますのでご利用ください。 

◎休日納税相談実施日（受付時間：午前 9時から午後 4時まで） 

                       実施日（毎月第 4日曜日）  ※4月及び 5月は 2回実施 

令和 3年 1月 24 日 令和 3年 4月 25 日 令和 3年 7 月 25 日 令和 3年 11 月 28 日 

令和 3年 2月 28 日 令和 3年 5月 9日 令和 3年 8 月 22 日 令和 3年 12 月 26 日 

令和 3年 3月 28 日 令和 3年 5月 23 日 令和 3年 9 月 26 日 令和 4年 1 月 23 日 

令和 3年 4月 11 日 令和 3年 6月 27 日 令和 3年 10 月 24 日 令和 4年 2 月 27 日 

問合せ先 納税課 滞納整理第一係・第二係   

TEL ３８８０－５２３６ 又は ３８８０－５２３７  ※電話のおかけ間違いにご注意ください。 

◆◆区区民民税税（（普普通通徴徴収収））のの納納付付ににはは口口座座振振替替ををごご利利用用くくだだささいい  
普通徴収の特別区民税・都民税の納付を口座振替にしてみませんか。口座振替にしますと、ウッカリした納め忘れ

がなく、忙しい時にも便利で安心です。ぜひご近所の方にも口座振替をお勧めください。 

◎◎申申しし込込みみにに必必要要ななもものの  

１.預(貯)金通帳、２.通帳の印鑑、３.納税通知書または納付書 

◎◎申申しし込込みみ先先  

預(貯)金口座のある区内の金融機関、区役所納税課、各区民事務所 

詳しくは下記までお問い合せください。 

納税課収納管理係 TEL ３８８０－５２３８ 

  

◆◆耳耳よよりり情情報報 

特別徴収の特別区民税・都民税の納付方法として、令和元年 10 月から eLTAX を活用した納税システム「地方税共通

納税システム」が全国の自治体で稼働しています。組員の皆様、ぜひご利用ください。 

eLTAX の利用開始や具体的な利用方法等に関する詳細については、eLTAX ホームページをご覧ください。 

・eLTAX ホームページ：https://www.eltax.lta.go.jp/ 

    ・電話 ０５７０-０８１４５９ 又は ０３-５５２１-００１９（月曜日から金曜日の 9時から 17 時） 
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税理士・行政書士 坂本  恭正

坂本税理士事務所

〒120-0034　足立区千住２丁目 32
TEL.03-3870-7328 FAX.03-3870-7316

税理士　福 井  英 泰

福井税理士事務所

〒120-0037　足立区千住河原町 8-10
TEL.03-3881-9839 FAX.03-3881-7998

税理士　諸 我  時 夫
もろが会計事務所

〒120-0035　足立区千住中居町 18-６
　　　　　　　マンション釜鳴３０２号
TEL.03-3888-4190 FAX.03-3879-4303

税理士　八木澤  秀夫
八木澤会計事務所

〒120-0014　足立区西綾瀬２-１８-15
TEL.03-3849-7141 FAX.03-3880-2940

税理士　若 林  俊 之
若林税理士事務所

〒120-0044　足立区千住中居町18-10
  　　　　　  野中ビル４Ｂ
TEL.03-3870-1486 FAX.03-3870-1496

税理士　小早川  徹也

小早川会計事務所

〒120-0026　足立区千住旭町 25-５
TEL.03-3888-3686 FAX.03-3879-5467

税理士・行政書士 芝野  浩一

芝野税理士事務所

〒120-0034　足立区千住 3-37 - 7
TEL.03-5244-6577 FAX.03-5244-6578

税理士　村岡  喜一郎

村岡税理士事務所

〒120-0035　足立区千住中居町 30-８
TEL.03-3879-0004 FAX.03-5244-7570

税理士　原 島  正 光
原島正光税理士事務所

〒120-0034　足立区千住３丁目５番
　　　　　　　　　第 2 小寺ビル６Ｆ
TEL.03-3879-8832 FAX.03-3879-6476

税理士　櫻 　   富  夫

櫻会計事務所

〒120-0005　足立区綾瀬 3-27 - 3
TEL.03-3606-3552 FAX.03-3606-1723

足立納税貯蓄組合連合会は、
皆様の入会をお待ちしております。

　　足立納税貯蓄組合連合会事務局　03-3849-7141

特色は、
（１）地域に密着し、個人・法人を問わず幅広く納税者を包括して
いる団体。
（２）特別に制定された法律（納貯法）に根拠を置く団体。
（３）納税者の自由意志により設立できる団体。
（４）団体への加入者に特別な「資格」等が必要とされていない団体。
（５）税務行政の内、特に「納税」という側面に活動の重
点を置いた他の類似団体に見られない国及び地方公共団体
の税務協力団体。

消費税の納税準備はあだちせいわで

消費税
納税

金定期積

ご契約者さま専用の
「消費税納税融資」

を利用可能
＊審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

経営の改善、経営課題の解決等のお役にたてていただく

『あだちせいわ経営情報リポート』
を126種類ご用意しております。店頭表示金利
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